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地図記号：

石川

遺跡 その他の文化財 公共施設 学校 湧水・井戸（カー）

沖
縄
自
動
車
道

石川中学校

城前小学校

石川公園

石川部落事務所

沖縄諮詢会堂跡

石
川

バ
イ

パ
ス

石川団地

沖縄銀行

琉球銀行

石川会館 保健相談センター

石川体育館

石川図書館

石川歴史民俗資料館

石川地区公民館

伊波ヌール墓

嘉手苅観音堂

石川消防署

伊波区
公民館

伊波小学校

石川高校

JA

曙区公民館

南栄区公民館

中央区公民館

石
川

ト
ン

ネ
ル

曙２丁目

伊波

白浜２丁目（北）

白浜１丁目

古我地原貝塚

伊波シラヒバル古墓群

伊波丘陵崖下古墓群

伊波タカウハカ上方
　　周辺遺物散布地

石川南貝塚

伊波城跡北西遺跡

嘉手苅観音堂周辺
　遺物散布地

石川佐阿手原洞穴内
　　　　遺物散布地

伊波フシサ洞穴
　　遺物散布地

伊波ノロ殿内
西方遺物散布地

伊波城跡

伊波ヒチャミチグヮー墓
　　　　周辺遺物散布地

伊波原遺跡

伊波貝塚

伊波貝塚周辺
　遺物散布地

伊波前原古墓群

石川貝塚

伊波後原遺跡

伊波城跡城郭外北地区

伊波仲門北方
ビンジリ周辺遺跡

ウミナイ墓

石川ウフガチ古墓群

伊波城跡の機関銃台座跡

6

伊波ヌールガー

伊波ウブガー

アガリヤビクガー

嘉手苅ガー

嘉手苅メーヌカー

伊波メーヌカー

ジョウグチガー

カナグスクガー

サーシガー

メーヌカー

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

約250m

嘉手苅構造改善センター

伊波城跡

伊波城跡北西遺跡

古我地原貝塚出土の土器（沖縄県教育委員会蔵）

伊波丘陵

伊波丘陵

こ

が　ち　ばる

きゅうりょうい　は

伊波式土器（レプリカ）（大山柏：琉球伊波貝塚発掘調査報告より）

伊波式土器のスケッチ

伊波貝塚

伊波貝塚（国指定史跡）

い は

古我地原貝塚 伊波城跡（県指定史跡）
い

こ　　が　 ち　ばる
は

伊波城跡北西遺跡
い は

5 8

石川ダム

　1920（大正９）年、大山 柏氏によって発見された縄文時代後期（沖

縄貝塚時代前期）を代表する貝塚です。この貝塚からは、大量の土器

・石器・骨・貝製品がみつかっています。ここから出土した土器は

「伊波式土器」と名付けられました。

　石川集落の南西、伊波集落の北にある伊波丘陵には、多くの遺跡

が分布しています。

　縄文時代中期～後期頃（沖縄貝塚時代前期頃）の遺跡として「古

我地原貝塚」や「伊波貝塚」があります。また、縄文時代晩期系（沖縄

貝塚時代中期）の遺物散布地も確認されており、縄文時代中期・後

期・晩期の集落があったと考えられています。

　同地には、「伊波城跡」や「伊波城跡北西遺跡」などのグスク時

代の遺跡も発見されています。

　沖縄自動車道建設に伴って行われた沖縄県教育委員会の分布調査

によって発見、調査が行われた縄文時代中期（沖縄貝塚時代前期）

の貝塚です。貝塚からは、竪穴式住居跡や集石炉がみつかり、縄文

時代中期の面縄前庭Ｖ式土器や縄文時代後期の伊波式土器、奄美系

土器も出土しま

した。また、骨

製の装飾品や

石器、貝殻や

動物の骨など

も多数発見さ

れています。

　伊波城は、城壁が「コ」の字形（単廓式）で、自然石の積み上げ（野面

積み）により築かれた城です。13世紀に伊波按司によって築城されたと

伝えられています。

　城内からはグスク時代の土器や外国産陶磁器などのほか、先史時代

の土器なども検出されており、このことから先史時代から人々の居住

地であったことが明らか

になっています。

　５代目の伊波按司（

1500年代）が首里へ移転

したため、廃城になった

といわれ、現在は御嶽と

して崇められています。

　国道329号線石川バイ

パス工事の際に発見さ

れ、調査が行われた遺

跡です。

　縄文時代後期（沖縄

貝塚時代前期）の伊波

式土器、弥生～平安並

行期（沖縄貝塚時代後

期）の土器、グスク土

器が出土しています。

　また、14～15世紀頃の白磁、16～17世紀頃の染付・青磁といった外

国産の輸入陶磁器や16世紀～近代の本土産の磁器、須恵器、沖縄産の

陶器、羽口、石器、ウマの骨などもみつかっています。

255

かしわ

しゅうせき ろたてあな

たん かく

うたき　　　　　　　　　　　　　　　　

そめつけ　　　　　　　　　　　　　　　　せい　じ　　　　　　　　　　　　　　　　

す え き　　　　　　　　　　　　　　　　

は ぐち　　　　　　　　　　　　　　　　

づ あ じ

せんし

の づら

おもなわぜんてい

数明親雲上の墓

伊波東遺跡

石川中央団地



地図記号：

伊波
東恩納
山城

遺跡 その他の文化財 公共施設 学校 湧水・井戸（カー）

伊波原遺跡・数明親雲上の墓（左上）

東恩納ヌール墓

東恩納美川原遺跡

伊波按司の墓

東恩納ヌール

のマガタマ

伊波按司の墓
あ　じい は

伊波原遺跡
い は ばる

東恩納美川原遺跡
み　 かわ ばるひがし おん　 な 東恩納博物館跡（市指定史跡）

ひがし おん 　な

東恩納ヌール墓
ひがし おん 　な

イナガミムイ古墓群
ぐんこ ぼ

9 12

　国道329号の石川バイパス沿いにある南北に細長い形をした小さな丘

をイナガミムイと呼んでいます。この丘の西側斜面には、伊波按司の墓

をはじめ、岩陰を利用した墓がいくつもあります。

　伊波仲門門中が管理する墓で、同門中の始祖（伊波按司）が葬ら

れていると伝えられてい

ます。伊波按司の子孫は

中頭や島尻方面へと散ら

ばり、沖縄各地には伊波

按司一族に関わる伝承が

残されています。

　現在も子孫など多くの

参拝者が訪れています。

　遺跡付近は住宅が密集しており、その中に大きな岩が２つ並んで

います。東側の岩陰には、第二尚氏王代初期の歌人として有名な数

明親雲上の墓があります。

　この一帯からは、

土器や石器、ウミニ

ナなどの貝殻がみつ

かっています。

　遺跡の年代は現在

のところ不明です。

　この遺跡は、縄文時代後期～晩期（沖縄貝塚時代前期～中期）に

かけての遺跡であると考えられています。

　出土品には、大山式・室

川式・室川上層式・カヤウ

チバンタ式・宇佐浜式土器

などの縄文時代後期～晩期

の土器があり、グスク土器

も少量ですがみつかってい

ます。また、石器・貝製品

・骨製品なども出土してい

ます。

　初代からの東恩納ヌールが

埋葬・納骨されているお墓です。

　1957（昭和32）年10月24日、

米軍ナイキ基地設置のため青

木原に移される際に、12基の

石棺と12基の厨子甕が確認され

ました。
　その後1989（平成元）年頃、遺

骨は元の墓に戻されました。

　現在、東恩納ヌールの継承は途

絶えています。

　戦後、米軍に沖

縄の文化・民俗を

理解させることを

目的として、当時

の米軍政府教育担

当のハンナ少佐が

焼け跡から蒐集し

た陶器、彫刻、織物、

漆器などを展示し

1945（昭和20）年

８月、東恩納に開設されました。

　1953（昭和28）年、首里郷土博物館と統合されて「首里博物館」

となり、これが現在の沖縄県立博物館の母体となっています。

あ　じ

なかじょうムンチュウ

す

う　ざ　はま

あお

き ばる

せっかん ず　し　がめ

みょう ペーチン

山城御嶽周辺
　遺物散布地

カンジャービラのガマ

山城原古墓群

石
川
バ
イ
パ
ス

伊波東遺跡

伊波小学校

石川高校

イナガミムイ古墓群

伊波按司の墓

チャーグチ避難壕群

楚南矼沖
縄
自
動
車
道

東恩納白土原
　遺物散布地

特攻艇の秘匿壕跡

東恩納西原遺物散布地

東恩納美原遺跡

東恩納後原
　遺物散布地

東恩納ノロ殿内周辺
　　　　遺物散布地

東恩納博物館跡

東恩納前の御嶽周辺
遺物散布地

東恩納青木原遺物散布地

サンエーV21

〒

東恩納高平原遺跡

石川団地
JA

東恩納美川原遺跡

石川消防署

伊波ヒチャミチグヮー墓
　　　　周辺遺物散布地

伊波原遺跡
伊波区公民館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

曙区公民館

石川終末処理場

美原区公民館

北丘自動車学校

東恩納区公民館

山城公民館

東恩納

東恩納（南）

楚南

伊波中学校

東恩納ヌール墓 75

255

6

ウブガー

イショーアレーガー

ウブガー

シチャヌカー

シカガン

ハチジャー

シチャントーガー

伊波メーヌカー

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

約250m

数明親雲上の墓



地図記号：

安慶名
天願
昆布
宇堅

遺跡 その他の文化財 公共施設 学校 湧水・井戸（カー）地図記号：

イモガイの指輪
隅原遺跡

天願貝塚（崖下）と天願グスク（山手）

隅原遺跡
ばるすみ

漢式三角鏃

銅鏡片

貝製品

出土したイモガイ

宇堅貝塚
う　けん

安慶名城跡（国指定史跡）

きょうへん かんしきさん　かくぞく

りんかく

おおかわ

せきぞく

おも

なわとうどう

おもなわとう どう

おもなわぜんてい

なあ げ

天願貝塚
てん がん

○×
遺跡 △月
□日

○×遺跡
△月□日

○×遺跡△月□日

○○市教育委
員会

　宇堅ビーチ後方、南北約２kmに広がる貝塚群で、弥生時代前期頃

（沖縄貝塚時代後期）の遺跡です。

　ここからは、多数の弥生式土器が出土しています。また、板状

の鉄斧や銅製の鏡片・漢式三角鏃・ガラス製の小玉なども発見さ

れています。なかでも、板状の鉄斧や漢式三角鏃は全国でもその

出土が、２、３例しかない注目される資料です。

　これらの出土品は、弥生式土器と共に九州から持ちこまれたも

のです。そのため、この貝塚は弥生文化との交流を考える上で重

要な遺跡の１つとなっています。

　14世紀頃に安慶名

大川按司によって築

かれたと伝えられ、

自然の断崖と急斜面

を巧みに利用して作

られた山城です。

　城の形態は、外側

と内側に二重の石垣

を巡らす県内では珍しい輪郭式で、自然の岩を見事に利用して内郭の

門が作られています。城の北側を流れる天願川を別名「大川」と呼ぶこ

とから、「大川グスク」とも称されています。

　隅原遺跡はＡ～Ｇの７地点からなる縄文時代中期～弥生・平安並

行期（沖縄貝塚時代前期～後期）にかけての遺跡です。

　Ａ・Ｂ地点からは、遺物は石鏃やくびれ平底土器、遺構は柱穴の

跡などがみつかっています。Ｃ・Ｄ・Ｇ地点からは、主に奄美の面

縄東洞式～面縄前庭式

土器が発見されていま

す。Ｄ地点からは、岩

陰を利用した墓が６基

みつかり、人骨も出土

しています。なお、遺

跡は長年の採石工事な

どにより消滅していま

す。

　天願の米軍基地（キャンプ・コートニー）南側に位置する縄

文時代後期（沖縄貝塚時代前期）の貝塚です。貝塚からは、奄

美の面縄東洞式土器や沖縄の伊波式土器がみつかっており、石

を磨いて作った石斧も発見されています。

　天願貝塚の隣にある小高い丘には、別名「ツチグスク」と呼

ばれる天願グスクがあります。

旧天願橋

川崎小学校

具志川商業高校

米軍施設
キャンプ・マクトリアス

あげな
中学校

あげな
小学校

安慶名城跡

米軍貯油施設

米国海兵隊施設
キャンプ・コートニー

米軍施設

天願
小学校

旧宇堅橋

天願川

〒

宇堅ビーチ

天願グスク

昆布貝塚

隅原遺跡

喜舎原遺跡

天願貝塚

水玉栄原遺跡

天願原遺跡

クーグスク

宇堅貝塚

獅子山古墓群
うるま市役所

具志川火力発電所

昆布区公民館

うるま記念病院

北丘自動車学校

天願変電所

天願区公民館

具志川厚生園

〒

JA

みどり町
児童センター

みどり町
五・六丁目公民館

みどり町
三・四丁目公民館

みどり町
一・二丁目公民館

赤野区公民館

宇堅公民館

安慶名中央公園

霊化森の陣地跡

安慶名

75

224

8

224

マーガー

イッスワク

イズンザーイズンアガリガー

ウケンガー

シリガー

イジュンガー

イジュクガー

ツハノコガー

イクセーマタンガー

ティーギシシチャヌカー

ヌールガー

ガンガラグムイ

ナカヌカー

キシャガー

クシベーカー

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

約500m

川崎公民館

224

13 16



地図記号：

具志川東
具志川
田場
上江洲
仲嶺

遺跡 その他の文化財 学校 湧水・井戸（カー）

具志川グスク

具志川グスク遠景

土器の出土状況

骨製かんざし 田場小学校南方遺跡

アカジャンガー貝塚

地荒原貝塚
ち　 あら ばる

かいふ

具志川グスク出土の貝符

アカジャンガー貝塚遠景

竪穴遺構と柱穴の様子

貝製品

サメ歯製ペンダント出土の様子

田場小学校南方遺跡
た ば

　弥生時代後期頃（沖縄貝塚時代後期）の遺跡で、貝塚の名前は近

くに「アカザンガー」と呼ばれる泉があることに由来しています。

　ここから出土した土器は、「アカジャンガー式土器」と命名さ

れています。また、伊江村の具志原式土器や、主に南九州に分布

する山ノ口式土器なども出土しています。ほかにも鹿の角やサメ

の歯、貝で作られた製品、竪穴遺構などが発見されています。

　平安時代後期から鎌

倉時代（沖縄貝塚時代後

期終末期～グスク時代）

にかけての遺跡で、同

名のグスクが久米島町

と糸満市の２ヶ所にあ

り、海岸に突き出たグ

スクという点で共通し

ています。

　このグスクからは、掘立柱の住居跡やグ

スク時代の土木工事の跡を確認することが

でき、また多くの土器、輸入陶磁器がみつ

かっています。

　縄文時代中期～晩期頃

（沖縄貝塚時代前期～中期）

の遺跡です。

 この貝塚からは、多くの出土品がみつ

かっています。特に骨や貝で作られた

製品は内容が変化に富んでおり、なかに

は獣の形とみられる装飾品もあります。

　残念ながら1985（昭和60）年の発掘調

査終了後に完全に消滅しました。

　縄文時代晩期頃（沖縄貝塚時代中期）の遺跡です。この遺跡か

らは、石を敷き詰めた遺構が17基みつかっています。いずれも

こぶし大から親指大の石を密に敷き詰めたもので、丸形・楕円

形・方形・隅の丸

い方形のものが確

認されています。

　出土したものに

は、室川上層式土

器・宇座浜式土器

の範囲に含まれる

土器が多数あり、

石斧なども発見さ

れています。

むろかわじょうそう

ほう

う　ざ　はま

ぐ　し　ばる

公共施設

中部農林高校

沖縄高等養護学校

兼原
小学校

中央図書館

仲嶺のマヤーガマ

〒

具志川グスク

長佐久原貝塚

アカジャンガー貝塚

田場遺跡

前頂原遺跡

大田貝塚

地荒原貝塚地荒原遺跡

加天良原貝塚

田場小学校南方遺跡

苦増原遺跡

上江洲貝塚

西門原遺跡

具志川グスク

長佐久原貝塚

田場遺跡

前頂原遺跡

大田貝塚

地荒原貝塚地荒原遺跡

加天良原貝塚

苦増原遺跡

上江洲貝塚

西門原遺跡

旧宇堅橋
うるま市役所

あげな
中学校

あげな
小学校

前原高校

田場小学校

具志川東
中学校

具志川
小学校

クーグスク

具志川の
海軍砲台跡

具志川運動公園

具志川総合体育館

うるま警察署

具志川消防署

安ゲ名自動車学校

ターバガー

琉球バス
具志川（営）

JA

天願川

〒

具志川グスク内の壕

西原区公民館
安慶名

みどり町
五・六丁目公民館

みどり町
三・四丁目公民館

安慶名区公民館

みどり町
一・二丁目公民館

赤野区公民館

宇堅公民館 具志川火力発電所

喜仲公民館

上江洲公民館

うるま市民芸術劇場

平良川

上平良川

上平良川公民館

平良川公民館

上江洲

金座団地

ザ・ビッグ

田場

田場区公民館

サンエーV21

川原団地

松原団地

金武湾入口

具志川公民館

224

10

8

37

75

224

224

喜屋武

36

36

イジュンガー

ウケンガー

イジュクガー

アンタバルガー

シードーガー

アカザンガー

ナクガー

マーカー

シチナハヌカー

ミートゥガー

ダキヒチヌカー

ウフガー

ナカヌカーヌールガー

デークガー

カミヤマガー

クシヒンガー

クラガー

メーヒンガー
イーヌカー

ウガンガー

ヌールガー

シチャヌカー

ティーラヌシチャガー

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

約250m

ソーガーガー

ゆらてく
具志川グスク海岸遺物散布地

安慶名団地A棟
安慶名団地C棟

うるま市健康福祉
センターうるみん 8

17 20



地図記号：

高江洲
江洲
大田

遺跡 その他の文化財 公共施設 学校 湧水・井戸（カー）

苦増原遺跡
掘立柱の住居跡

き　ゃ　ん

喜屋武グスク

たて あな

なかみね

せき　ふ

ウッチ たまぐすく ペーチン

苦増原遺跡出土の喜念Ⅰ式土器
きねん

まし ばるにが

中国製の青磁
せいじ

江洲グスク

大田坂（市指定史跡）
ビラウフ タ

え す

21 24

　別名、「仲嶺マーブ」「火打嶺」とも呼ばれていますが、地元では

「喜屋武マーブ」と呼んだ方がなじみ深いです。標高が高く、およ

そ110mの台地に位置しています。

　このグスクは、昔火立があったところでもあります。これにより、

本グスクは「火打ち城」とも呼ばれています。

　グスクからは、掘立柱の住居跡がみつかっています。出土品には

貝塚時代後期終末の土器・グスク土器・須恵器・中国製の陶磁器など

があります。

　縄文時代晩期頃（沖縄貝塚時

代中期）の遺跡です。ここからは、

屋外炉を伴う竪穴住居跡や、貯

蔵穴がみつかっています。

　貯蔵穴の中には、イタジイと

思われる炭化した植物が、石斧

や土器とともに集まった状態で

発見されました。

　このグスクは、標高100mの丘にあり、その周辺には岩陰を利用し

た古い墓が多く、江洲按司と江洲ノロ（祝女）の墓が西側の中腹に

あります。ここからは、グスク土器・須恵器・中国製の磁器などが

みつかっています。

　『おもろさうし』に「ゑすのもりくすく、ゑすのつちくすく」と

あり、高倉がいくつも立ち並んだ情景などが謡われています。 

　この坂道は今から約200年前にあかばんた掟と玉城親雲上と上門小ビ

ニーの３者の計画で設計・施工され、地元や近隣の賦役や資材の協力

を得て完成したと伝

えられています。

　幅員２～３m、全

長300mにおよび、石

灰岩を敷き詰めた石

畳で、具志川集落に

番所があった頃、首

里王府から各間切（現

在の市町村）間の伝

達に利用され、宿道

として整備された歴

史の道です。

ひ　うちみね

ひーたち

具志川高校

江洲印部土手遺跡

中原
小学校 江洲グスク

中部病院

具志川
中学校

〒

サンエー

高江洲
中学校

高江洲
小学校

江洲古島遺跡

高江洲古島遺跡

喜屋武グスク

志々神原古墓群 仲嶺のマヤーガマ

苦増原遺跡

上江洲古島遺跡

地荒原貝塚地荒原遺跡

具志川の海軍砲台跡

大田貝塚

大田洞穴遺跡

アタナジ洞貝塚

大田坂

幸崎の構築壕

塩屋区
公民館

護岸の銃座

具志川運動公園

具志川総合体育館

うるま警察署

具志川消防署

安ゲ自動車学校

喜屋武マーブ公園

トーロー洞

メイクマン

うるま市民芸術劇場

一里塚跡

イオン

ヤマダ電機

JA

江洲公民館

宮里公民館

JA

〒

喜仲公民館

上平良川公民館

志林川区公民館

塩屋団地

川田区公民館

ゆがふ製糖

松原団地

大田の指揮所跡

上平良川

赤道赤道

江洲

前原

川田

高江洲

喜屋武

宮里

10

33

85
36

224

224

224

16

75

16

36

36

イチャガーガー ウフガー

ミーカー

シードーガー

マーカー

ヌルジガー

ヤマトガー

ウンチョビガー

ウブガー

タイラヌカー

ウッチンチガー

ワカルンガー

センタクガー
ヒージャーガー

イーヌカー

メーヒンガー

ニーンチュヌガー
タマガー

シードーガー

ウフガー

イーヌカー

ウジマガー

カミヤマガー

クラガー

ヌールガー

デークガー

ウフガー

ナカンガー

アガリガー

ウフタガー

ウブガー

ウスクガー

センタクガー

ウフガー

ナカヌカー

約500m

高江洲公民館

豊原区公民館

上江洲公民館

大田区
公民館

豊原

なかきす児童センター

33

旧日本軍砲台陣地跡

ゆらてく

シチャヌカー

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ



地図記号：

具志川
兼箇段
赤道

遺跡 その他の文化財 公共施設 学校 湧水・井戸（カー）

　この調査では、西側の２基の墓を調査しましたが、その周辺にある同じ

ような墓には、「康熈四十三年」と記された石碑が２基建てられています。

大門森古墓群
大門森下の碑

せい　じ

確認された厨子甕
がめず し

大門森古墓群
　

ぼ 　ぐんこウフ ジョウ ムイ

調査前の墓室内の様子
ぼしつ

確認された厨子甕

兼箇段グスク
かね 　か　 だん

兼箇段ジョーミーチャー墓（市指定史跡）

かね　か　だん

こうき ず　し　かめ

兼箇段グスク

　大門森は、県営赤道団地

の脇にある小高い丘のこと

で、その中腹には、横穴式の

墓（掘込墓）があります。

　1974（昭和49）年に、貴重

な文化財の１つとして確認

されました。その後、1985

（昭和60）年に赤道の銘苅

門中から依頼があり、調査

が行われました。

　その結果、最も古い康熈19（1680）年の厨子甕（骨壺）を確認するこ

とができました。

兼箇段グスク沖縄北ＩＣ

沖縄北ＩＣ

大門森古墓群

志々神原古墓群

赤道モー跡

赤道小学校

具志川職業能力開発校

具志川
中学校

登川

兼箇段後原古墓群

〒

ケンタッキー

登川団地

ちばな
クリニック

美里中学校

那覇地方裁判所

沖縄法務
合同庁舎

赤道団地

中頭病院

大原団地

〒

サンエー

上平良川

うるま市水道庁舎

兼箇段公民館

西原公民館

赤道団地

赤道公民館

新赤道公民館

沖
縄

自
動

車
道

米原公民館

36

36

75

16

224

224

タイラヌカー

カミガー

クシヌカー

ティーラヌシチャガー

イシマンガー

クシヌカー

ジナマガー

ワカルンガー

センタクガー

ニシバルガー

ウッチンチガー

ヒージャーガー

シチャヌカー

イーヌカー

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

約250m

長田団地

ジョーミーチャー墓

赤道区公民館

米原区公民館

兼箇段区公民館

西原区
公民館

25 28

　グスク時代の遺跡で、標高約85m の丘に立地しており、丘頂上

と中段に２つの広場があります。出土品は、頂上と斜面に散らば

っており、それらの中には、グスク土器、中国製の青磁、獣や魚

の骨、貝殻などがみつかっています。

　墓の構造は、山の中腹から下にかけて削り落として横穴式にくり

抜いたもので、架橋の下に大小３つの小さな前門があります。いつ

頃築造されたか明らかではありません。

　この墓には「兼箇段大主」「テビーシ」「根人」「ヰガン」「根

神」「祝女」「アジガユー」「門ミーチャーカシラユー」「ナカヌ

ユー」などの遺骨が崇められているとのことです。

　兼箇段集落ではこれらの霊を慰めるため、1963（昭和38）年旧５

月に墓の蓋石を新調して、ここに祀る個人の名を刻記し、後世に伝

えるとともに、外観を整備して現状の維持につとめています。



平安名貝塚Ａ地点 出土した鉄滓

藪地洞穴遺跡 平安名貝塚（県指定史跡） 南風原古島遺跡

　

与勝
南風原　
平安名　
屋慶名
藪地島　

瓦

貨幣
骨製の鏃

勝連城跡

勝連城跡の麓に広がる南風原古島遺跡

陶磁器（白磁・染付）

かつれんじょうあと

くる

わ

やじり

やぶ　ち 　どう  けつ へ   ん  な

おぎどう

は   え  ばる ふる  じま

へ ん な

くし め

つめがたもん やじり

29 32

　藪地島（無人島）の海岸近くにある縄文時代早期（沖縄貝塚時代早

期）の洞穴遺跡です。洞穴は住居跡で幅19m、奥行きは4.3mの大きさです。

　1959（昭和34）年に発見、翌年調査が実施されました。その結果、

約6500年前の爪形文土器や貝の鏃などが発見されました。沖縄県で初

めてこの形の土器が発見されたことから、藪地の地名をとって「ヤブ

チ式土器」と呼ばれています。

　勝連半島の根元部分の丘陵上に築かれており、最高部の一の曲

輪に登ると東海岸一帯を眺望することができます。

　勝連城は歴代の城主が海外との交易を活発に行い栄えていま

した。城跡からは中国産の高価な陶磁器が多く出土しているほ

か、本土産の鎧金具や刀類、東南アジア産の陶磁器なども出土

しています。また、本土産の大型の瓦も発見されています。県

内のグスクで瓦を使っていたのは勝連城のほかに首里城と浦添

城だけです。これらの出土品から当時勝連城が海外貿易の拠点

として、琉球で強大な力を持っていたことがうかがえます。

　2000（平成12）年12月に世界遺産に登録されました。

　平安名集落西方約400mにある縄文時代後期

（沖縄貝塚時代前期）の貝塚です。標高約40m

の崖の斜面に形成され、琉球石灰岩の岩間や

岩陰に保存良好な遺物包含層があります。

　1955（昭和30）年に発掘調査が行われ、櫛目

文様のある平安名式土器をはじめ、荻堂式土

器・大山式土器のほかに、石製品、骨製品、貝製品などもみつかっています。考

古学において、歴史の年代を判断する目じるしになる遺跡として貴重なことから、

翌年、県指定史跡になりました。

　この遺跡の南側斜面から新たに土器や石器

などが発見されましたが、その場所は指定範

囲からはずれていることもあり、「平安名貝塚

Ａ地点」とされています。

　勝連城跡の南東側の斜面地にあるグスク時代の集落跡です。発掘調査の

結果、勝連城の麓に広がる集落の石垣の跡が発見され、注目されました。

　城から分配された陶磁器類が多数出土しています。鉄滓という、鉄を加工

する際に出る鉄の屑が集中して出土するところがあり、採集される土器から

みて、グスク時代～近世の鍛冶

場があった可能性が高いと考え

られています。

ふもと

てっさい

ば

か　じ

勝連城跡(国指定史跡／世界遺産）

（市指定史跡）

村獅子

南原小学校

ワイトゥイ

きむたかホール

与那城
小学校

ガーラ矼

〒

10

10

10

10

10

〒

16

8

37

37

与那城西原公民館
与那城公民館

平安名区公民館

屋慶名バスターミナル

〒

与勝消防署

内間区公民館

多種目球技場

勝連城跡休憩所

海の文化資料館

海中道路

与那城地区公民館
与那城総合公園
陸上競技場

与那城歴史民俗資料館

饒辺公民館

平敷屋区公民館 平敷屋漁港

与那城

平敷屋

海中道路西口

照間区公民館

与勝
中学校

勝連
小学校

与勝第二中学校

平敷屋小学校

与勝高校

勝連城跡

南風原古島遺跡

内間古島

南風原潮辺名遺跡

平安名上グスク

平安名貝塚

平安名貝塚Ａ地点

平安名第三貝塚

フニグスク

幸地原遺跡

平安名第二貝塚

内間貝塚

安勢理岩陰遺跡

饒辺古島遺跡

饒辺遺跡

タカヤブチ遺物散布地 藪地貝塚

藪地遺跡

藪地洞穴遺跡

藪地洞穴前遺物散布地

条痕文土器採取地

平敷屋遠見番貝塚 平敷屋古島遺跡

中藪地遺跡散布地

ナチジングスク

藪地南方洞穴古墓群

藪地東方丘陵遺跡

与那城監視　跡

屋慶名の防空壕
勝連役場の壕

平安名の住民避難壕

ヒージャーガマ

内間集落内遺跡

陸上自衛隊
勝連分屯地

屋慶名
公民館

南風原区公民館

屋慶名(東)

屋慶名(西)

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

村池跡

イリガー

マンナカガー

アシビナーのカー

アガリガー

ヘンザガー

ビーンガー

カー

仲間ヌウカー

門口のカー

祝女ガー
ウタミシガー

ミートガー

ハンガーガー

タンハラガー

ドゥガー

マーカーガー

内間古島ガー
（メーガー）

小舎覇ガー

ヒドゥンガー

ウーブガー

ウブガー

平安名ガー
ムートガー跡

村池跡
白川

東ガー

角川

村池跡村池跡

村池跡

ユーガー

イシガー

フルガー

メーガー

アガリガー

浜川

下ヌカー
上ヌカー

ニーヌワナカー

大田ガー

ヌルガー

東ガー

マーミガー

イーヌカー

クシガー

ウブガー
ナーデーラ

カー

ヒランカー

約500m

勝連総合
グラウンド

与勝
カー

饒辺貝塚

久々釣遺跡

ヘーガニクカイクン遺跡

マヤーガマ

サングァチャの井戸

野グスク

藪地島

与勝病院

アコージガー
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　在沖米軍施設ホワイトビーチ内にあり、中城湾に面した低砂丘

地に立地しています。

　これまでの調査で、集落跡を思わせる柱穴群や九州との交易品

と考えられる大型巻貝の集積遺構などを検出しました。また、土器、

石器、貝製品などが多数出土したことで、縄文時代後期（沖縄貝塚

時代前期）～グスク時代の複合遺跡であることが判明しました。

　2006（平成18）年に実施された

発掘調査では、縄文時代後期に

相当する竪穴式住居跡や土抗群

が良好な状態で検出され、遺物

では縄文時代中期（沖縄貝塚時代

前期）の条痕文系土器が出土し、

遺跡の時期が古くなることが明

らかになりました。

　県道37号線を屋慶名から登ってく

ると右手の畑地一帯に広がる遺跡で

す。中国産陶磁器やグスク系土器、陶

質土器陶器片などが出土しました。

近世の時期に形成されていた古い集

落跡と考えられています。

　1928（昭和３）年に、与那城尋常高等小学校へ通う饒辺集落の

学童の通学路として、ガーラの山林を切り通して建設された石矼

です。

石矼は高さ５m、幅２m、

長さ５mの石だけで造られ

たアーチ型になっていま

す。矼の上から通行人な

どが通って重圧をかけれ

ばかけるほど石矼がしま

り、ますます堅固になる

ように造られています。

〒

与勝第二中学校

（市指定建造物）

平敷屋の古港

平敷屋区公民館

きむたかホール

前遺物散布地

内間区公民館

平敷屋古島遺跡

平敷屋トウバル遺跡 饒辺古島遺跡 ガーラ矼

与勝2
平敷屋
饒辺
　

　この遺跡は、グスク時代～近世にかけて形成された集落跡です。

くびれ平底土器やグスク土器、中国産陶磁器、タイ産土器、鎧、鉄

鏃（鉄製のヤジリ）などが出土しています。特に注目されたのは

鎧や鉄鏃が発見されたことです。

　グスク時代にグスク以外の集落にも鎧や鉄鏃などの武器が存在

していることが確認されたことで、石垣に囲まれたグスクと集落

とが密接に関わっていることが明らかになりました。

よろい てつ

ぞく

いしばし

ばし



与佐次川（市指定有形民俗文化財）浜グスク 平安座西グスク（市指定史跡）

平安座島
浜比嘉島

浜比嘉はちまん洞窟遺跡

発見された埋葬人骨

洞窟内の鍾乳石

鍾乳石の模様

浜グスクの石垣

はま

ふもと

はま  ひ    が

は ま

ウブイ

くるわ

へ ん ざ イ リ ユ サ チ ガ ー

平安座西グスク内の拝所

　この貝塚からはその他に土器、石器、貝製品、獣魚骨なども

採集されました。

平安座西グスク

平安座貝塚

平安座東グスク

平安座東ハンタ原遺跡

平安座の古港

浜の古港

下与佐次原遺物散布地

与佐次原遺物散布地

ユサチガー

浜比嘉大橋

浜貝塚

浜集落の碇石 浜グスク

浜ナゴーヌチヂ遺跡

比嘉グスク
比嘉大川遺跡

比嘉兼久上原遺物包含地

クバ島遺跡

比嘉兼久西丘陵遺物包含地

大あぶ洞窟遺跡

大あぶ洞窟北隣の洞窟遺跡

浜要川丘陵洞窟遺跡

ミーハンチャー洞窟遺跡

浜桃原遺跡

浜グスク東南畑遺物包含地

浜吉田川の上洞窟遺跡

浜比嘉中の御嶽洞窟遺跡

浜比嘉はちまん洞窟遺跡

浜比嘉浜川洞窟遺跡
比嘉小学校東方遺跡

シルミチュー

アマミチューの墓

大和人墓

平安座自治会

与勝消防署平安座（出）

うるま市与那城漁協

浜区公民館
地頭代火の神

吉本家

海中道路

平安座島

浜比嘉島

海の文化資料館

藪地洞穴遺跡

藪地洞穴前遺物散布地
藪地島

彩橋小中学校

藪地東方丘陵遺跡

比嘉区
公民館

ナチジングスク

藪地南方洞穴古墓群

10

吉本家の弾痕

カー
ユタカガー

アグイガー
ナグヌカー

上の河

ハマヌカー

カーニヌカー

クンシヌカー
ミーガー

石河

アガリガー

ウブガー

ユチャガー

イーヌカー

ハマガー

上ヌカー

ミーガークムイ

チーガーハルガー

ソージガー

東ガー

約500m

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

しょうにゅうせき

くにがみ

浜貝塚

　浜集落の南半分から南の山の麓まで広く分布する弥生～平安

並行期（沖縄貝塚時代後期）の貝塚です。

　旧浜中学校の体育館建設工事中に人骨がみつかり、注目され

ました。その後、周辺道路の整備工事に伴い緊急発掘調査が行

われています。

　旧比嘉小学校北側の丘陵上にある洞窟遺跡です。洞窟内の中央

に高さ約60cmの鍾乳石があります。この鍾乳石には自然にできた

とみられる珍しい模様があり、今から12000年も前に一夜にして海

に沈んでしまったと伝えられるアトランティス大陸の太陽神の模

様に似ているということで話題になりました。

　ホラガイ製品や国頭地域の自然石で加工された打製石器などが

採集されています。旧石器時代の遺跡とされていますが、現在の

ところ明確にはされていません。

　「イリグスク」とも呼ばれており、浜集落を見下ろせる位置に築か

れています。集落の北側の崖部分に野面の石垣があり、南東の崖の面

に古墓があります。グスク内は北側と南側で２mほどの落差があり、

２つの郭からなっています。グスク土器や陶器、須恵器などが出土し

ています。

　集落の後方、島のほぼ中央部に位置し、島で最も高い所（標高115m

余）の琉球石炭岩上にあり、南西側は断崖となっています。

　野面石積みの石垣

がめぐらされ、面積は

約30,000m2です。築城

年代は不明ですが、

グスク内には祠があ

り、地域の重要な拝

所となっています。

出土遺物の中には鉄

製の刀子が含まれて

いました。

　平安座島では、「産井

ガー」とも呼び、子ども

が誕生した際には、初水

として汲んできました。

　また正月３日には、門

中一族がユサチガーに集

まり子孫繁栄、無病息災

を聖泉に祈願する「ウビナ

ディー」は、由緒ある伝

統行事として平安座島の

人々の心のよりどころと

なり代々続いています。
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　発見された人骨は頭がい骨

がありませんでしたが、その

他は完全な形で残っていまし

た。あぐらをかいた状態で両

足がくまれており、頭は南向

きで埋葬されていました。人

骨の下には軽石が敷き詰めら

れており、左側の腰付近から

は副葬品の小さな刀がみつか

りました。その他の副葬品は

みつかっておらず、弥生～平

安並行期の人だと考えられて

います。



高嶺遺跡

復元された竪穴住居跡

サメ歯製垂飾品 石斧

チャート石の鏃
竪穴式住居跡

発掘調査の様子 遺跡内の石碑

仲原式土器

シヌグ堂遺跡 伊計グスク

（沖縄県教育委員会蔵）

（沖縄県教育委員会蔵）

（沖縄県教育委員会蔵）

（沖縄県教育委員会蔵）

（沖縄県教育委員会蔵）

さ　す

瑞泉園（簡易水道）

ソーダンカー

コカルンダガー

クチャガー

ウブガー

タチチガー

ナンガー

シルマシガー

イキントーガー

シムンカー
クァンシングムイ

メーガー
ンジンガー

ハンキガー

ウブガー

桃原貝塚
桃原の古港

デーンバル遺物散布地

高嶺遺跡

宮城遺跡

宮城遺跡北遺物散布地

宮城港周辺遺物散布地

泊グスク

ニームトゥヤー遺物散布地

池味集落北貝塚

イークン山遺跡

日奈田遺跡

西原遺跡
深川遺跡

赤山遺跡

南グスク

大兼久遺物散布地
喜名遺物散布地

池味貝塚

伊計貝塚

伊計グスク

仲原遺跡

西原散布地Ａ地点

神山遺跡

西後原散布地Ａ地点

伊計大泊遺跡

桃原公民館

〒上原公民館

池味公民館

ヤンガー

伊計大橋

伊計ビーチ

大泊ビーチ

伊計島

宮城島

AJリゾートアイランド
伊計島

トンナハビーチ

宮城御殿

宮城公民館

アムジガマ

カニダガマ

クルカーガマ

ウシトラガマ
伊計島大砲陣地跡

スンチ遺物散布地

化石人骨出土地

ウチンカー

N高等学校
伊計公民館

10

伊計グスクの陣地壕

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

池味祝女殿の魚垣

シヌグ堂遺跡

約500m

宮城島
伊計島

仲原遺跡（国指定史跡）

なかばる

いしおの

やじり

たか みね い けい

たてあな

大泊井

ンジュガー
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　伊計島の中央からやや西寄りに位置し、縄文時代晩期（沖縄貝

塚時代中期）の集落跡（ムラあと）です。

　発見された遺構は11基で、石囲いの堅穴式住居跡です。規模は

径が５～６mの広さを持つ大型の建物と２～３mの小型の建物の２

種類が発見され、大型の建物が母屋と思われます。

　石器が比較的豊富に出土しており、特に石斧は保存状態のよい

ものが多数あります。ジュゴンの骨を利用したかんざしや、サメ

の歯に穴を開けて作った装飾品、仲原式土器と呼ばれる土器など

も出土しています。

　この遺跡の発見によって、これまで不明であった約2500年～

2000年前の沖縄の集落の広がりや住居の大きさ、造りなどが明ら

かになりました。現在は、竪穴式住居跡が復元されています。

 宮城島の標高約100mの台地に、40軒を超える竪穴式住居跡が発見さ

れました。調査の結果、縄文時代晩期頃（沖縄貝塚時代中期）の沖

縄県最大の集落跡（約30,000 m2）とわかりました。竪穴式住居跡のほ

か、礫床住居跡、土器、石器、貝製品、骨製品などが発見されました。

　東側の崖下には宮城島最大の湧き水であるヤンガーがあり、遺跡

に暮らしていた古代人にも重要な場所であったと考えられます。現

在は埋め戻しをして遺跡を保存しています。

　宮城島で一番標高の高いところにあります。縄文時代晩期頃（沖

縄貝塚時代中期）の集落跡で、同じ宮城島内にあるシヌグ堂遺跡か

らは約700m離れています。

　礫床住居跡、竪穴式住居跡がみつかっており、土器を主に、石器、

骨製品、貝製品が出土しています。遺跡内には「火立毛」の跡だと

いわれる石碑があります。

　伊計島に隣接する岩山で「イチーグシク」とも呼ばれています。現在は伊計島

との間に砂州が形成され、陸続きになっていますが、以前は海上に浮かぶ独立し

た小島であった可能性が高いとされています。

　グスクは傾斜の急な石灰岩の丘陵に築かれています。最高所は約49mで、東側

から西側にかけて野面積みの石積みが良く残っています。1979（昭和54）年の調

査では、中国製の輸入陶磁器やグスク土器、カムィヤキなどが出土しています。

なかばる

れきしょう

れきしょう

ヒータチモー

犬名河（インナガー）



津堅島

津堅第二貝塚 津堅キガ浜貝塚　 クボウグスク

津堅貝塚

サメの歯に
似せた貝製品 竜形骨器

発掘調査での出土の状況

出土したイモガイ
発見された埋葬人骨

クボウグスク遠景

つ けん

せき ふ

かい わ さじ

たたきいし

つ け ん つ け ん

津堅貝塚

津堅第二貝塚

津堅神山遺跡

津堅の古港

津堅泊浜遺物包含地

津堅キガ浜貝塚

津堅和名浜貝塚

津堅港原遺跡

津堅ヤジリ浜貝塚

旧津堅島灯台跡

クボウグスク
津堅国森御嶽遺跡

津堅島離島
振興総合センター
（津堅公民館）

ホートゥーガー

中の御嶽

津堅島

〒

新川グスク

津堅
小中学校

新川クボウグスク周辺陣地壕群

シヌグガマ

ミーガー

クラチャガー

シンジャーガー

ウスガー

アラカー

イスチガー

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

大当原式土器

発掘調査の様子

約500m

ウフトウバル

　島の西海岸に突き

出た丘陵頂部に築か

れています。崖の縁

周辺に30～50cm大の

石灰岩で石積みをめ

ぐらせており、14～

15世紀の輸入陶磁器が

採集されています。

グスク一帯は古くから拝所として崇められ、保護されています。

　琉球列島の代表的な低地型森林が残っており、1997（平成９）年

に「クボウグスクの植物群落」として、うるま市指定天然記念物

として指定されています。

　遺跡は津堅島の東南海岸のアギバマと呼ばれる砂丘に形成され

ています。弥生～平安並行期（沖縄貝塚時代後期）の貝塚で、出

土した土器のほとんどが無文土器です。石器には石斧や敲石、貝

製品には貝輪や匙があります。海獣類の骨を素材とした耳飾りな

ども発見され、イノシシの骨、魚の骨、貝殻が豊富に出土してい

ます。

　1974（昭和49）年個人住宅建設の際、偶然に埋葬人骨が掘り出され

たため、調査が実施されました。その結果、無文や有文の土器、貝殻、

ウミガメやジュゴンの骨などが発見されました。

　中でも注目されたのは人骨です。頭が北向きで、仰向けに埋葬され、

両手を胸の上に組み、両

足を内側に折り曲げてい

ました。津堅貝塚と同時

期の可能性が高い遺跡と

考えられています。

　津堅島の東海岸にある標高３mの砂丘上に広がる、島で最も古い貝塚で

す。遺跡面積は約5,000m2の広さがあります。

　縄文時代中期から弥生～平安並行期（沖縄貝塚時代前期～後期）の遺

跡で、縄文時代後期～晩期（沖縄貝塚時代前期～中期）の竪穴式住居跡が２

基発見されています。

　サメの歯に似せて加工された貝製品や「蝶形骨器」「竜形骨器」と呼ばれ

る精巧な彫刻が施された骨製品など特徴的な出土品があります。

津堅第三貝塚

津堅漁港

45 48



宇佐浜式土器 仲原式土器

阿波連浦下層式土器 浜屋原式土器

大当原式土器

アカジャンガー式土器

フェンサ下層式土器

2500年前

2000年前

1000年前

弥
生
時
代

フェンサ下層式土器

フェンサ上層式土器

アカジャンガー式土器

晩　

期

前　

期

中　

期

後　

期

古墳時代

平安時代

山ノ口式土器

～

今からどれ
くらい前か

時代区分

12000年前

7000年前

5000年前

3500年前

3000年前

縄　

文　

時　

代

草
創
期

早　

期

前　

期

中　

期

後　

期

嘉徳Ⅱ式土器

沖縄諸島と奄美諸島の土器のうつりかわり

沖縄諸島の主な土器 うるま市の主な遺跡

爪形文土器

条痕文土器 室川下層式土器

室川式土器

仲泊式土器

面縄前庭式土器

伊波式土器

大山式土器

荻堂式土器

沖縄諸島出土の
主な土器型式

九州・奄美諸島
の土器型式

ヤブチ式土器

面縄前庭Ⅰ式土器

面縄前庭Ⅱ式土器

面縄前庭Ⅲ式土器

面縄前庭Ⅳ式土器

面縄前庭Ⅴ式土器

沖縄県立埋蔵文化財センター ,　『沖縄県史』を参考に作成

中　

期

後　

期

沖縄現行編年

貝　
　

塚　
　

時　
　

代

早　

期

前　

期

藪地洞穴遺跡

伊波貝塚
平敷屋トウバル遺跡（下層）
平安名貝塚
石川貝塚
津堅キガ浜貝塚
伊計貝塚

地荒原貝塚

平敷屋原遺跡　津堅第三貝塚
仲原遺跡

津堅第二貝塚

津堅貝塚
具志川グスク崖下地区（下層）
アカジャンガー貝塚
勝連城下南貝塚

伊計貝塚　藪地貝塚
桃原貝塚　前頂原遺跡

勝連城跡　喜屋武グスク
具志川グスク　伊波城跡
安慶名城跡　伊計グスク
平安座西グスク
平敷屋古島遺跡
南風原古島遺跡およそ

500年前

鎌倉時代

～ グスク時代

古我地原貝塚

平敷屋トウバル遺跡（最下層）

シヌグ堂遺跡　隅原遺跡
高嶺遺跡　地荒原遺跡

宇堅貝塚
平敷屋トウバル遺跡（上層）

浜貝塚

具志原式土器
ばるぐ し

免田式土器
めん だ

大当原式土器
うふとうばる

阿波連浦下層式土器

浜屋原式土器

あ は うられん

ばるはま や

亀ノ甲類似土器
かめ こうるい じ

宇宿上層式土器
うしゅくじょうそう

喜念Ⅰ式土器
き　ねん

板付Ⅱ式土器
いたつけ

か そう

カヤウチバンタ式土器

室川上層式土器

宇佐浜式土器

仲原式土器
なかばる

はまう ざ

嘉徳Ⅰ式土器
か　とく

市来式土器
いち き

出水系土器
い ず み

面縄東洞式土器
おもなわとうどう

面縄前庭式土器
おもなわぜんてい

曽畑式土器
ばたそ

曽畑式土器

条痕文土器

室川下層式土器

神野Ａ式土器

神野Ｂ式土器

爪形文土器
つめがたもん

条痕文土器
じょうこんもん

東原式土器
あがりばる

野国第４群
の　ぐに

仲泊Ａ式土器

仲泊Ｂ式土器

神野Ｄ式土器

神野Ｅ式土器

伊波式土器

荻堂式土器

大山式土器

室川式土器
むろかわ

おぎどう

むろかわ か そう

むろかわじょうそう
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あ アカジャンガー貝塚

具志川グスク海岸遺物散布地

池味祝女殿の魚垣 桃原の古港

浜集落の碇石

P20.B-3

P20.C-4

P43.B-2 P43.C-2

P39.B-2

浜の古港 P39.B-2

大あぶ洞窟北隣の洞窟遺跡 P39.C-3

赤道モー跡 P26.C-2

赤山遺跡 P43.B-2

大兼久遺物散布地 P43.B-2

安慶名城跡 P14.C-2

大田貝塚 P24.A-4

つ 津堅貝塚 P47.C-3

東恩納白土原遺物散布地 P12.B-3

安勢理岩陰遺跡 P35.A-2

大田洞穴遺跡 P24.A-4

津堅神山遺跡 P47.B-2

東恩納高平原遺跡 P12.B-4

アタナジ洞貝塚 P24.B-4

大田の指揮所跡 P24.B-4

津堅キガ浜貝塚 P47.B-3

東恩納後原遺物散布地 P12.B-3

アムジガマ P43.B-3

か ガーラ矼 P35.A-2

津堅国森御嶽遺跡 P47.B-2

東恩納ヌール墓 P11.C-3

新川グスク P47.B-2

化石人骨出土地 P43.A-3

津堅第三貝塚 P47.C-2

東恩納ノロ殿内周辺遺物散布地 P11.B-3

新川クボウグスク周辺陣地壕群 P47.B-2

勝連城跡 P30.B-1

津堅第二貝塚 P47.C-2

東恩納美川原遺跡 P12.B-3

い イークン山遺跡 P43.B-2

旧津堅島灯台跡 P47.C-3

津堅泊浜遺物包含地 P47.B-2

東恩納美原遺跡 P12.B-4

伊計大泊遺跡 P43.A-3

勝連間切番所跡 P35.B-3

津堅港原遺跡 P47.A-3

東恩納前御嶽周辺遺物散布地 P11.C-3

伊計貝塚 P43.B-3

勝連役場の壕 P31.B-2

津堅ヤジリ浜貝塚 P47.A-3

東恩納博物館跡 P11.B-3

伊計グスク P43.A-3

加天良原貝塚 P19.C-3

津堅和名浜貝塚 P47.B-3

日奈田遺跡 P43.B-2

伊計グスクの陣地壕 P43.A-3

嘉手苅観音堂周辺遺物散布地 P6.B-1

て

ふ 深川遺跡 P43.B-2

伊計島大砲陣地跡 P43.A-3

カニダガマ P43.C-2

デーンバル遺物散布地 P43.C-2 フニグスク P31.C-2

池味貝塚 P43.B-2

兼箇段後原古墓群 P27.A-2

天願貝塚 P15.B-3 へ ヘーガニクカイクン遺跡 P32.B-4

池味集落北貝塚 P43.B-2

兼箇段グスク P27.A-3

天願グスク P15.B-3 平敷屋遺物包含地 P36.B-3

石川ウフガチ古墓群 P8.C-4

カンジャービラのガマ P10.B-1

天願原遺跡 P15.B-3

平敷屋トウバル遺跡 P35.B-3

石川貝塚 P6.B-1

き 喜舎原遺跡 P14.B-2

と 桃原貝塚 P43.C-2

平敷屋遠見番貝塚 P35.B-2

石川南貝塚 P6.B-1

喜名遺物散布地 P43.B-2

特攻艇の秘匿壕跡 P12.B-4

平敷屋製糖工場跡 P35.B-3

イナガミムイ古墓群 P10.B-1

喜屋武グスク P23.B-2

泊グスク P43.B-3 平敷屋の砲台跡 P35.B-2

伊波按司の墓 P10.B-1

な 長佐久原貝塚 P19.C-3 平敷屋原遺跡 P35.B-3

伊波貝塚 P7.C-2

旧天願橋 P15.B-2

仲原遺跡 P43.A-3 平敷屋古島遺跡 P35.B-3

伊波貝塚周辺遺物散布地 P7.B-2

旧日本軍砲台陣地跡 P24.B-4

仲嶺のマヤーガマ P18.C-2 平安座東グスク P39.A-3

伊波丘陵崖下古墓群 P6.A-1

く クーグスク P16.C-4

中藪地遺跡散布地 P32.B-4 平安座東ハンタ原遺跡 P39.A-3

伊波後原遺跡 P7.B-2

久々釣遺跡 P35.A-3

ナチジングスク P32.B-4 平安座西グスク P39.A-2

伊波城跡 P6.B-2

具志川グスク P20.C-4

南グスク P43.B-2 平安座貝塚 P39.A-2

伊波城跡城郭外北地区 P6.B-2 具志川グスク内の壕 P20.C-4

に ニームトゥヤー遺物散布地 P43.B-2

平安名上グスク P30.B-2

伊波城跡の機関銃台座跡 P6.B-2 具志川の海軍砲台跡 P19.C-3

苦増原遺跡 P23.A-3

平安名貝塚 P30.C-2

伊波城跡北西遺跡 P6.B-1 クバ島遺跡 P39.C-3

西後原散布地Ａ地点 P43.A-3

平安名貝塚Ａ地点 P30.C-2

伊波シラヒバル古墓群 P6.B-1 クボウグスク P47.B-2

西原遺跡 P43.B-2

平安名第三貝塚 P30.C-2

伊波仲門北方ビンジリ周辺遺跡 P7.C-2

クルカーガマ P43.A-3

西原散布地Ａ地点 P43.A-3

平安名第二貝塚 P31.C-2

伊波ノロ殿内西方遺物散布地 P6.B-1

こ 幸崎の構築壕 P22.C-2

ぬ 野グスク P31.B-2

平安名の住民避難壕 P31.B-2

伊波原遺跡 P10.A-2

幸地原遺跡 P31.C-2

の 饒辺遺跡 P35.A-3

ま マヤーガマ P35.A-3

伊波東遺跡 P7.C-2

古我地原貝塚 P6.A-1

饒辺貝塚 P35.A-3

み ミーハンチャー洞窟遺跡 P39.B-3

伊波ヒチャミチグヮー墓周辺遺物散布地 P7.C-2 昆布貝塚 P14.A-1

饒辺古島遺跡 P35.A-3

水玉栄原遺跡 P15.B-3

伊波フシサ洞穴遺物散布地 P6.B-1

は 南風原潮辺名遺跡 P30.B-1

宮城遺跡 P43.B-3

伊波前原古墓群 P6.C-1

し 志々神原古墓群

南風原古島遺跡 P30.B-1

宮城遺跡北遺物散布地 P43.B-3

西門原遺跡 P19.B-2

獅子山古墓群 P14.C-1

浜貝塚 P39.B-2

め 前頂原遺跡 P19.B-3

う 上江洲貝塚 P19.C-2

シヌグ堂遺跡 P43.C-2

浜グスク P39.B-2

や 屋慶名の防空壕 P31.B-3

下与佐次遺物散布地 P39.A-3

浜グスク東南畑遺物包含地 P39.B-3

藪地遺跡 P32.B-4

上江洲古島遺跡 P24.B-3

護岸の銃座 P24.C-4

浜桃原遺跡 P39.B-2

藪地貝塚 P32.B-4

宇堅貝塚 P16.C-4

ジョーミーチャー墓 P27.A-2

浜ナゴーヌチヂ遺跡 P39.B-3

藪地洞穴遺跡 P32.C-4

ウシトラガマ P43.A-3

神山遺跡 P43.A-3

藪地東方丘陵遺跡 P32.C-4

内間貝塚 P31.C-2

す 隅原遺跡 P14.A-2

浜比嘉中の御嶽洞窟遺跡 P39.B-3

藪地南方洞穴古墓群 P32.C-4

内間集落内遺跡 P31.B-2

数明親雲上の墓 P10.A-2

浜比嘉はちまん洞窟遺跡 P39.B-3

山城御嶽周辺遺物散布地 P10.B-1

大門森古墓群 P27.C-2

そ 楚南矼 P10.C-1

浜比嘉浜川洞窟遺跡 P39.B-3

山城原古墓群 P10.B-1

大田坂 P24.B-4

た

浜要川丘陵洞窟遺跡 P39.C-2

ゆ 与佐次河 P39.A-3

ウミナイ墓 P7.B-3

高江洲古島遺跡 P23.B-2

浜吉田川の上洞窟遺跡 P39.B-3

与佐次原遺物散布地 P39.A-2

え 江洲グスク P22.B-1

高嶺遺跡 P43.C-2

ひ ヒージャーガマ P35.B-2

吉本家の弾痕 P39.B-3

江洲印部土手遺跡 P22.B-1

タカヤブチ遺物散布地 P32.B-4

比嘉大川遺跡 P39.C-3

よ

れ

与那城監視哨跡 P31.B-3

江洲古島遺跡 P22.B-2

田場遺跡 P19.B-3

比嘉兼久上原遺物包含地 P39.C-3

田場小学校南方遺跡 P19.B-2

比嘉兼久西丘陵遺物包含地 P39.C-3

あ  せ  り 

石川佐阿手原洞穴内遺物散布地 P6.B-2

伊波タカウハカ上方周辺遺物散布地 P6.B-1

お 大あぶ洞窟遺跡 P39.C-3

ち 地荒原遺跡 P19.C-2

地荒原貝塚 P19.C-2

チャーグチ避難壕群 P10.C-1

比嘉グスク P39.B-3

東恩納青木原遺物散布地 P11.C-3

東恩納西原遺物散布地 P11.B-3

くしばる

メーバル

いりじょうばる

イリーバル

ウフジョウムイ

ウフタビラ　　　　　

しるべ

ばし

カティンラバル

く  く つり

こうちばる

こ  が  ち ばる

しんやま

すみばる

すみょう ペーチン

そなんばし

ちあらばる

なが さ く ばる

なかばる

なかやぶち

ナン

にがましばる

にしくしばる

ヌー

のへん

す  ひ  な

なか

ユ サ チ ガ ー

メーチジバル

イリ

ウィ

アガリ

遺跡名索引

比嘉小学校東方遺跡 P39.B-3
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P28.C-3 

トゥマイ

霊化森の陣地跡 P15.B-3

平敷屋の古港

平安座の古港

宮城港周辺遺物散布地

藪地洞穴前遺物散布地

P35.C-2

P39.A-3

P43.B-3

P32.C-4

うたき
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